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鋼橋上を電車が走行する時には、レール部で発生した振動が橋桁に

伝わり、桁を構成する鋼板が曲げ振動して、音となって放射される。

本論文では、橋桁の振動を実測し、この結果を SEA法による振動伝搬

解析に用いて、鋼橋から発生する構造物音を推定した結果を述べる。

また、鋼橋周辺の騒音実側値と上記で得られた構造物音から走行音の

レベルも求めた。
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しはじめに

鋼橋上を電車が走行するときには、電車自

身から発生する走行音と橋梁自身から発生す

る構造物音の二つの騒音がある。このうち、

走行音には、電車に搭載しているモータなど

の機器から発生する音と車輪がレール上を転

がることによって車輪、またはレールが振動

して発生する転動音がある。一方、構造物音

とは、レール部で発生した振動が枕木を介し

て橋桁に伝わり、桁を構成する鋼板が曲げ振

動、あるいは縦振動して空気音として放射さ

れるものである。これらの走行音と構造物音

は、複合されて橋梁の上面あるいは下面から

周辺に放射される。したがって、橋梁周辺で

騒音レベルを計測しでも構造物音と走行音の

寄与度が不明で、どちらを主に対策するべき

かがわからず、また、対策効果の精度よい推

定ができない。

本報告では、開床式鋼製鉄道橋を防音対策

するに先立つて、電車が橋梁上を走行中に橋

桁の振動加速度を実測し、この実測値を
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SEA(Statistical Energy Analysis}法による

振動伝搬解析に用いて、鋼橋各部から発生す

る構造物音を推定した結果を述べる。また、

鋼橋周辺の騒音実測値と上記で得られた構造

物音から走行音のレベルも算出した。

2.対象梼梁の構造

対象とした橋梁は、支間長が約 138mの開床

式ランガー桁鋼橋である。図 lに概略構造を

示すように、軌道の側方にある高さ約 2mの主

構、歩廊、約 8.6m毎に配された横桁、枕木を

設置する縦桁から構成され、縦桁や横桁はス

テイフナーで補強されている。

3.構造物音と走行音の推定法

3.1 構造物音

構造物音は、図 2に示すフローに従って、

以下の手順で推定した。

①まず、鋼橋を電車が走行中に、橋桁の振動

加速度を計測した。
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